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 現在、様々な産業で人工知能（AI）の活用が急速に進んでいます。身近なところでは、AI

が画像・音声認識、自然言語処理、自動運転などに活用され、我々の日常生活はますます便

利にそして快適になりつつあります。6 月に閣議決定された骨太方針でも、日本の経済成長

を支える重要な戦略として AIの活用が示されました。 

 

 医薬品開発でも、他の産業と同様に AI の活用が活発に研究されています。AI の活用によ

って、これまで 10－15年を要していた新薬開発の期間を短縮し、よりタイムリーに患者さん

に新薬を提供できるものと期待されています。この目標を実現するため、薬剤の薬効や毒性、

物理的な性質を予測できる AIや、更に一歩進んで、薬としてより好ましいプロファイルを持

った薬剤の化学構造を提案する AIの開発が進められています。 

 

 日本製薬工業協会では、加盟企業が抱える共通の課題に対して、連携して取り組む活動を

行っています。AI開発は製薬企業各社が注目する研究分野ですが、高い予測精度を実現する

ためには、多様性に富む大量の情報を教師データとして AIに学習させる必要があります。製

薬企業はこれまで主に公共データや自社に蓄積されたデータを活用して AI 開発を行ってき

ましたが、データの偏りやデータ量に課題がありました。この課題を解決して優れた AIを開

発するため、約 3年前から 10社を超える企業で議論を開始しました。この取り組みは、日本

医療研究開発機構（AMED）による「産学連携による次世代創薬 AI開発（DAIIA）」への企

業参画に発展しています。 

 

 今回のセミナーでは、創薬研究における AI活用の可能性に注目し、現在 17社が参画する

産学連携と武田薬品工業㈱における AI活用を紹介させて頂きます。 

 


